
第６学年２組 算数科学習指導案 

日 時 令和６年６月２２日（土） 

指導者    梶谷 典弘 

場 所   ６年２組教室 

＜単元設定の意図＞ 

 本単元は、全体量が示されていない場合でも、全体を1としてとらえ、割合の考えを使えば解決できる

という考え方を身につけことがねらいである。ここまで児童は、割合の学習をしてきてはいるが、全体を

１として部分を考えることは、抽象度が高く、形式的になるため、抵抗感がある児童が多いと予想される。

前単元の｢分数÷分数｣では、割合が分数で表された場面で、基準量を求めることを学習している。ここで

の線分図を使って数量の関係をとらえた経験を生かすことができるようにしたい。 

第１時の本時では、全体を1として部分の割合の和を考えて解く問題である。第2時は、全体を1とし

て全体と部分の割合の差を考えて解く問題である。解決にあたっては、問題文から分かることを図に整理

することで、全体を1として考えればよいことに気づけるようにする。図と式を関連づけながら問題解決

に取り組むことを大切にする。この単元に共通しているのは「全体を１として割合を考えて解く」という

ことである。全体量が示されていなくても、「全体を１」と考えることで問題を解決することができる。

もし、全体の量を具体的な数値に仮定して確かめた場合、水槽の水の量をどんな数に設定しても答えは 6

分になる。このことは児童にとって不思議に感じるかもしれないが、全体を１とすることでどんな場合で

も答えが6分になることが説明できてしまう算数のよさを実感する機会になると考える。 

＜単元の目標＞ 

仕事の速さの問題において、問題場面を図に表して全体と部分の割合に着目して解法を考えることを通

して、全体を1として割合の考えを使って解くことができるようにするとともに、用いた図や見方・考え

方を生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

＜評価規準＞ 

・ある仕事にかかる時間を、仕事全体の割合を1として線分図に表すことができる。（知識・技能） 

・線分図をもとに、仕事全体の割合を1としたときに各部分の割合がどれだけにあたるかを考えている。 

（思考・判断・表現） 

・仕事の速さに関する問題学習に進んで関わり、数量の関係図に整理して考えることや全体を 1として考

えることのよさに気づいている。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

１ 単元名 見方・考え方を深めよう 

２ 本時の学習（１/２） 

（１） 目標 全体を１とし、部分の割合の和を考えて、問題解決できる。（思考力・判断力・表現力等） 

（２）展開 

学習活動と予想される子どもの反応 教師の支援（・）と評価 

１. 問題文を読み、題意をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

・問題のシチュエーションをイメージできるよう

に、バケツに2つの蛇口から水を入れた経験を想

起させる。 

 

・水槽に入る水の量が示されてないことに気づく

ことができるように、知りたいことは何かを問い

かける。 

 水槽いっぱいに水を入れるのに、Aの

蛇口では10分、Bの蛇口では15分かか

ります。 

 両方を一緒に使うと、何分でいっぱい

になりますか。 



・水槽に入る水の量が知りたいな。 

・答えは10分より早くなるはずだよ。 

 

２．何分でいっぱいになるか個人で考える。 

・水槽全体の量を３０Ｌだとすると、 

Ａ：３０÷１０＝３、Ｂ：３０÷１５＝２ 

ＡＢ：３＋２＝５ だから、３０÷５＝６ ６分 

 

３．考えたことを全体で共有する。 

・３０Lや６０Lはできたけど、１０Lはうまくで

きなかったよ。 

・他の数値にしても答えが全部６分になるな。絶

対そうなるのかな。 

 

４．全体を１とし、割合を考えて答えを求める。 

Ａは１分間に １

１０
 Ｂは１分間に １

１５
入るから、 

１

１０
＋ １

１５
＝１

６
 １÷１

６
＝６ ６分 

 

 

 

・１分間に水槽全体の１

６
 入るから、全部たまるのに

６分かかる。 

 

５．学習をまとめる。 

 
 

６．適用題に取り組む。 

 

 

 

 
１

４０
＋ １

６０
＝ １

２４
 １÷ １

２４
＝２４ ２４分 

 

・答えの検討をつけるため、何分でいっぱいにな

るか予想をたてられるように問いかける。 

 

・割合を使って考えることが難しいことが予想さ

れるため、具体的な数値を設定して解こうとして

いる考えを取り上げる。 

 

・数値の設定次第では、計算できない場合もある

ことに気づけるようにする。 

 

・｢１分間にどれだけ入るか｣に注目できるように

児童の意見を取り上げる。 

 

・全体を１とする考えが出ない場合は、帯図や線

分図を使いながら、前単元で基準量を１とした経

験を想起できるようにする。 

・水槽全体の量が変わっても答えは変わらないこ

とを確かめられるようにする。 

・割合を使って考えやすいように、数量を表す帯

図を提示し、それぞれ１個の水槽の １

１０
、

１

１５
である

ことをとらえられるようにする。 

・線分図、式、言葉を関連づけて自分の考えを説

明できるようにする。 

(３)評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

線分図をもとに仕事全体の割合

を1ととらえ、各部分の割合がど

れだけにあたるかを考え、説明し

ている。 

全体の数量に具体的な数値を仮

定して、線分図をもとに問題解

決したうえで、全体を１とする

考え方を理解している。 

数量を表す帯図を提示し、それぞ

れ１個の水槽の １

１０
、

１

１５
であること

をとらえやすいようにする。 

 

【評価の観点（思考・判断・表現）】 

問題場面を線分図にかき、仕事全体の割合を 1

として部分の割合がどうなるかを考え、表現し

ている。 

（発言・ノート） 

まとめ：どんな大きさでも、全体を１として割合で考えると、何分でいっぱいになるか求められる。 

 兄と弟の2人で、かべにペンキを塗ります。

兄1人だと40分、弟1人だと60分かかりま

す。2人で一緒にすると、何分かかりますか。 


